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農産物直売所あさがお
インスタやってます！

>10Pに編集後記

❖進めよう！国消国産
❖ Your Life Time Partner
❖地域で支え合い、共に生きる「農福連携」
❖新入職員紹介　
❖あさがお神楽店通常営業開始！

第20回通常総代会
開催される
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令
和
元
年
18
回
、
令
和
2
年
19
回
の
総
代
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
観
点
か
ら

運
営
委
員
会
及
び
組
合
員
合
同
懇
談
会
に
つ
い
て
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
総
代
会
は
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
運
営
委
員
会
及
び
組
合
員
合

同
懇
談
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
座
席

間
隔
の
確
保
等
を
行
い
、
広
い
会
場
で
の
開
催
と
す
る
た
め
例

年
と
異
な
る
開
催
場
所
と
な
り
ま
し
た
。
本
日
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
、
行
わ
れ
る
こ
と
を
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
来
で
あ
れ
ば
旭
川
市
、
鷹
栖
町
を
は
じ
め
J
A
グ

ル
ー
プ
各
連
合
会
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
に
御
臨
席
賜
る
と
こ

ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
来

賓
の
招
待
を
中
止
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

世
界
情
勢
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事

進
攻
に
よ
り
犠
牲
者
が
で
て
お
り
、
平
和
が
脅
か
さ
れ
て
る
こ

と
と
、
石
油
類
の
価
格
が
上
が
り
各
産
業
へ
の
影
響
が
出
て
お

り
徐
々
に
生
活
へ
の
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

国
内
の
農
業
情
勢
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
原
因
と
し
た
主
要
農
畜

産
物
の
価
格
の
低
迷
、
資
材
価
格
高
騰
、
労
働
力
不
足
等
に
よ

り
、
農
業
の
再
生
産
に
支
障
を
来
た
し
先
行
き
不
透
明
な
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
産
現
場
で
の
取
り
組
み
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
又
、
水
田
活
用
交
付
金
の
見
直

し
は
、
地
域
農
業
の
根
幹
を
揺
る
が
す
大
き
な
問
題
で
あ
り
国

の
進
め
る
畑
地
化
の
推
進
は
、
地
域
に
お
い
て
整
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
ど
課
題
が
非
常
に
多
く
関
係
機
関
な
ど
と
連
携

し
充
分
な
協
議
を
進
め
、
国
に
対
し
て
要
請
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
の
地
域
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
融
雪
も
早

く
、
圃
場
の
乾
燥
も
進
み
水
稲
播
種
を
は
じ
め
各
種
作
業
も
順

調
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

水
稲
に
お
い
て
は
、
一
部
胴
割
れ
や
シ
ラ
タ
等
が
散
見
さ
れ

た
も
の
の
、
上
川
の
作
況
指
数
は
1
0
8
と
な
り
ま
し
た
。

販
売
面
に
お
い
て
は
、
生
産
者
所
得
向
上
を
目
的
と
し
た
品

質
・
収
量
目
標
の
設
定
、
多
様
化
す
る
需
要
を
踏
ま
え
た
長

期
安
定
契
約
や
戦
略
的
用
途
販
売
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
上
川
地
区
2
0
2
1
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

「Yes!clean

ゆ
め
ぴ
り
か
」
を
出
品
し
、
5
年
ぶ
り
2
度
目
の

金
賞
受
賞
と
な
り
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
し
た
。

畑
作
物
は
、
生
育
期
間
を
通
し
て
高
温
多
照
で
推
移
し
た
こ

と
か
ら
概
ね
平
年
並
み
の
収
穫
量
と
な
り
ま
し
た
。
販
売
面
で

の
黒
大
豆
は
、
複
数
年
契
約
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
再
締
結

し
た
こ
と
に
よ
り
実
需
者
へ
の
安
定
供
給
に
繋
が
り
、
価
格
の

高
位
安
定
化
、
再
生
産
価
格
の
維
持
、
生
産
者
所
得
の
向
上
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

青
果
は
、
夏
場
の
高
温
に
よ
る
出
荷
量
増
減
の
波
と
量
販
店

及
び
観
光
需
要
の
落
ち
込
み
に
よ
り
1
年
を
通
じ
て
価
格
は
低

迷
し
苦
労
の
多
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
は
、
新
規

作
物
の
作
付
試
験
の
取
り
進
め
を
行
う
と
と
も
に
、
稲
作
農
家

へ
の
栽
培
指
導
体
制
に
よ
り
、
野
菜
等
の
高
収
益
作
物
の
導
入

に
よ
る
作
付
け
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
産
物
直
売
所
あ
さ
が
お
は
、
新
鮮
で
「
安
全
・
安
心
」
な

農
産
物
等
を
地
域
消
費
者
の
皆
様
に
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
地
域
消
費
者
に
対
し
て
直
売
所
の
知
名
度
向
上
を
図
り
利

用
者
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
酪
農
に
つ
い
て
は
、
4
年
度
乳
価
は
据
置
と
な
り
ま
し

た
が
、
燃
料
・
資
材
値
上
げ
と
酪
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
、
又
畜
肉
は
、
若
干
の
需
給
の
改
善
が
見
ら
れ
畜
肉
相
場

の
上
げ
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
相
場
ま
で
の

回
復
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
令
和
4
年
度
は
、
原
点
に
立

ち
返
っ
た
活
動
を
通
じ
、
経
営
の
安
定
化
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

農
業
振
興
と
し
て
、
持
続
可
能
な
地
域
農
業
構
築
の
た
め
、

T
A
C
の
活
動
に
よ
る
各
部
門
が
協
力
し
て
組
合
員
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
も
よ
り
一
層
組
合
員
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
た
コ
ス

ト
低
減
や
、
担
い
手
育
成
・
新
規
就
農
者
の
確
保
が
可
能
な
体

制
を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
の
更
な
る
展
開
を
行
う

た
め
、
生
産
者
と
地
域
消
費
者
（
准
組
合
員
）
の
交
流
や
食
の

大
切
さ
を
伝
え
る
食
育
活
動
を
推
進
し
、
J
A
及
び
正
組
合

員
・
准
組
合
員
と
地
域
の
密
着
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
信
用
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
信
用
事
業
収
益

の
減
収
を
踏
ま
え
、
金
融
支
所
の
事
務
効
率
化
と
店
舗
再
編
の

検
討
を
行
い
、
経
営
基
盤
の
維
持
・
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
令

和
4
年
度
も
収
益
面
に
お
い
て
厳
し
い
状
況
下
、
将
来
を
見
据

え
た
店
舗
運
営
の
事
務
効
率
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
最
適
な

店
舗
・
A
T
M
の
再
編
を
検
討
し
、
職
員
体
制
の
見
直
し
や
店

舗
に
お
け
る
相
談
機
能
の
強
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
の
利
用
促
進
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

共
済
事
業
に
つ
い
て
は
、組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
へ
の
「
安

心
」
と
「
満
足
」
の
提
供
と
、
次
世
代
と
の
接
点
拡
充
を
図
り
な

が
ら
、
安
定
的
な
事
業
基
盤
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今

後
も
次
世
代
・
次
々
世
代
と
の
接
点
拡
充
と
J
A
フ
ァ
ン
づ
く
り

に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
、
よ
り
一
層
の
事
業
基
盤
の
維
持
・

強
化
を
図
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
の
決
算
は
、
一
昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
収
益
減
少
が
懸
念
さ
れ
た
も
の
の
、
剰
余
金
は
当
初

計
画
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
組
合
員
各

位
の
農
協
事
業
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
積
極
利
用
の
賜
物
と

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
終
年
を
む
か
え
る
第
7
次
農
協
・
農
業
中
期
3
ヵ
年
計
画

を
実
践
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
「
組
合
員
の
た
め
に
農
協

を
よ
く
し
て
い
く
」
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
組
合
員
の
皆
様
の
負

託
に
応
え
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
宜
し
く

ご
指
導
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
社
会
・
経
済
の
変
化
に
対
応
し
地
域
農
業
の
振
興
や

組
合
員
の
生
活
の
安
定
、
向
上
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
、
東
旭

川
、
東
神
楽
、
ぴ
っ
ぷ
町
、
上
川
中
央
の
農
協
と
の
合
併
検
討

委
員
会
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
報
告
で
き
る
内
容
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
合
併
で
の
メ
リ
ッ
ト
・
い
い
こ
と
、
デ
メ

リ
ッ
ト
・
わ
る
い
こ
と
の
話
ま
で
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
今

ま
で
の
話
し
合
い
の
中
で
は
「
組
合
員
資
格
の
精
緻
化
を
行
い
、

出
資
金
構
造
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
合
併
の
協
議
を
続
け
、
お
伝
え
出
来
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
の
不
祥
事
件
の
発
生
は
組
合
員
皆
様
に
多
大
に
な
る

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

今
後
は
再
発
防
止
策
を
策
定
し
取
り
組
み
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、「
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
」
の
た
め
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
旭
川
中
央
支
所
の
建
物
は
取
壊
し
、
旭

川
中
央
金
融
支
所
の
機
能
を
神
楽
金
融
支
所
へ
移
転
し
事
務
集

約
に
よ
る
一
元
管
理
を
行
い
、
更
な
る
財
務
基
盤
の
強
化
と
経

営
収
支
の
安
定
確
保
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
本
日
の
第
20
回
通
常
総
代
会
が
皆
様
の

ご
協
力
に
依
り
、
あ
さ
ひ
か
わ
農
協
の
明
日
に
向
け
て
の
意
義

の
あ
る
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
開
会
の
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本
日
は
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組合長開会挨拶
代表理事組合長　島山 守穗 第20回通常総代会開催される

開会挨拶を行う島山組合長

議長に選任された右から竹村氏、鈴木氏

4
月
8
日
（
金
）、大
雪
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
　

1
階
旭
川

市
音
楽
堂
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
徹
底

し
た
う
え
、
J
A
あ
さ
ひ
か
わ
第
20
回
通
常
総
代
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
総
代
3
9
0
名
の
う
ち
3
7
0
名（
本
人
出
席

96
名
、
代
理
出
席
4
名
、
書
面
議
決
2
7
0
名
）
の
出
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
10
時
の
開
会
宣
言
後
、
島
山
組
合
長
よ
り
1
年
間
の

農
業
情
勢
や
事
業
ご
と
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
挨
拶
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
に
神
居
地
区
の
竹
村 

清
氏
、
北
野
地
区
の

鈴
木 

満
氏
2
名
が
選
出
さ
れ
、議
事
日
程
に
従
っ
て
令
和
3

年
度
の
決
算
報
告
、
令
和
3
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分

案
の
承
認
を
経
て
、
令
和
4
年
度
の
事
業
計
画
を
始
め
と
し

た
各
議
案
等
に
つ
い
て
慎
重
審
議
を
行
い
、
結
果
、
提
案
さ

れ
た
議
案
の
全
て
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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JAあさひかわの
気になるニュース

いつでもどこでも
くまなく情報満載TOPICS

進めよう！ 国消国産
国民が必要とし消費する食料は、できるだけその国で生産

〈今回のテーマ〉 「国消国産」はSDGsとどういう関係があるの？

耕そう、大地と地域のみらい

「国消国産」をすすめることは、食料の安全保障と持続可能な農業の促進を目標とする

SDGsの達成につながります。

「国」民が必要とし「消」費する食料はできるだけその「国」で生「産」していく国消

国産を進めることは、食料を輸入に依存しないことにつながり、延いては、輸送エネル

ギーや環境負荷を減らすことにもなります。

これは、SDGsのゴール2「飢餓をゼロに」、ゴール12「つくる責任つかう責任」、ゴー

ル13「気候変動に具体的な対策を」に通じるものです。

国産農畜産物を食べて日本の農家を応援し、国消国産を進めましょう。

Your Life 
Time Partner

令和4年度『Your Life Time Partner』（あなたの生涯パートナー）を
キャッチフレーズに農業後継者に結婚祝。担い手のお子さんに小学校
入学祝として文具セットのプレゼントをお渡ししました。

ご入学おめでとうございます

永山地区
岡田 健太さんの長男

北野地区
舟根 純貴さんの二男

神居地区
淺野 健次郎さんの長女

北野地区
瀬尾 太樹さんの長男

岡田 聡
そう

真
ま

 くん

舟根 瑠
る

波
な

  くん

淺野 芽
め

生
い

子
こ

 ちゃん

瀬尾 歩
あゆ

睦
む

 くん

北野地区
鈴木 啓太さんの二女

鈴木 瑠
る

夏
か

 ちゃん

旭正地区
石山 祐太郎さんの二女

旭正地区
日比野 明裕さんの長女

石山 栞
か

帆
ほ

 ちゃん 日比野 蘭
らん

 ちゃん

永山地区　
上田 恵輔さんの二男

北野地区
森田 恭平さんの三男

北野地区
上谷 勝彦さんの長女

上田 心
しん

之
の

輔
すけ

 くん 森田 翔
と

喜
き

 くん 上谷 愛
あ

実
み

奈
な

 ちゃん

北野地区

山下 浩明 さん

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます
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JAあさひかわ　上川農業改良普及センター

水 稲

1　1.5葉期～移植までの育苗管理
（1） ハウス内の温度は必ず葉先で測定し、苗の伸長にあわせた温度管理をしましょう。
（2） 早期異常出穂を防ぐため、特に2.5葉期以降は25℃以上にならないように注意し

ましょう。
（3） 中苗マットは1.0～1.5葉期と2.0～2.5葉期に追肥しましょう。また、「ゆめぴり

か」の成苗ポットは苗代分げつを確保するために、2.5葉期以降3葉展開前に追肥
しましょう（表2）。

葉
数

中苗マット 1.5葉～3.1葉 3.1葉～移植

成苗ポット 1.5葉～3.5葉 3.5葉～移植

管理目標 苗の徒長防止 苗質の充実硬化

温
度

日中 18℃～20℃ 18℃～外気温

夜間 10℃以下にしない。移植前は晩霜に注意する。

か
ん
水

基準 晴天時の早朝に十分かん水する。

目安 早朝、葉先に水滴の付着が少なくなった時に行う。
中苗マットでは、日中、葉の開きが悪いときに行う。

方法 早朝、箱の下に浸透するようにかん水する。
低温時や午後のかん水は避ける。

表1　1.5葉期～移植までの育苗管理の目安

育苗型式 1回目 2回目 3回目 1回当たりの
窒素追肥

中苗マット 1.0～1.5葉期 2.0～2.5葉期 （3.0葉期） 1.0g/箱

成苗ポット ｰ ｰ （3.0葉期） 0.5g/箱

育苗型式 施肥例 1
NP化成 57

施肥例 2
くみあい育苗液肥

中苗マット 7g/箱 液量5ml・水量500ml/箱

成苗ポット 3.5g/箱 液量2.5ml・水量500ml/箱

表2　育苗追肥基準

図1　苗質の目安（成苗ポット）

品種 成苗ポット 中苗マット

ななつぼし 3.6～4.0葉

3.1～3.5葉ゆめぴりか 3.6～4.3葉

きらら397 3.6～4.4葉

表3　品種ごとの移植時の適正葉齢

（1） 移植を終えたら、直ちに入水し苗を落ち着かせましょう。
その後の入水は夜間～早朝に行い、昼間は止め水管理とし
て水温上昇を図りましょう。

（2） 水深が深いと水温の急激な変化は少ないため、気温が低い
ときに水温で稲体を保護できます。一方、水深が浅いと水
温の変化が大きいですが、水温も上昇するため分げつが促
進されます（図3）。そのため、天候の良い日は水深を浅く
し、低温や風の強い日は水深をやや深くしましょう。

（3） 除草剤散布は、使用期間内で早めの散布が効果的です。除
草剤処理後は、処理層を保つことが重要です。処理後3～
4日は入水を控えましょう。その後は処理後7日間まで止水
とし、ほ場の水を外に出さないようにしましょう。

図2　植付深度の目安

図3　かんがい水の水深と水温

～農作業は十分に余裕をもって、
　事故・けがに注意しましょう～

（1） 移植後半は外気温が上がるため、老化苗となりやすく早期
異常出穂の原因となります。は種作業を計画的に行い、適
正な葉齢で移植するように努めましょう（表3）。

（2） 栽植密度を高めると収量を確保しやすく、タンパク含有率
を低下させる効果が大きくなります。ゆめぴりか等の良食
味米（低タンパク米）の安定生産に向けて、栽植密度を高
めましょう（目標栽植株数：成苗22～25株/㎡、中苗25株
/㎡）。

（3） 植え付けの深さは1.5～2cmの標準植えとしましょう。極
端な深植えは生長点の地温が低く、活着や分げつの発生が
遅れます。また、極端な浅植えは転び苗や浮き苗が発生し
やすくなります（図2）。

（4） 移植終は5月25日頃を目安とし、適期移植に努めましょう。

2　移植時の注意点

3 移植後の管理

写真1 健苗の例（中
苗マット）
草丈12.1cm 葉数
3.2葉

写真2 健苗の例（成
苗ポット）
草丈13.0cm 葉数
4.0 葉

農業用廃ビニール・ポリ等の回収について

組合員の皆様方に於かれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
又、日頃より当農協の事業運営に対し、ご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、本年度1回目の農業用廃ビニール・ポリ等の回収を下記要領にて実施致しますのでご準備等
をお願い致します。

※ 平成17年4月1日より、廃棄物処理及び清掃に関する法律施行令及び施行規則の一部改正による産業廃棄物運搬車にかかわる表示が義務
付けされました。各資材センター及び支所、事業所へ表示に必要な書類を配布しておきますので、農協へ持ち込む際には、必ず氏名を
記入の上、運搬車前面部分に表示してください。

※神居・神楽地区は本年度につきましても11月の回収時に2日間実施する予定しております。
※地区毎に回収日が異なりますが、期間内であれば地区を関係なく回収場所にて受付、回収致しますのでお持込み下さい。 
　又、ご不明な点等がございましたら、購買部購買課又は各資材センター及び江丹別支所、西神居事業支所までお問い合わせ下さい。

※ 昨年までは6月上旬に第1回目の廃ビ・廃ポリ回収を行っていましたが、本年度より
7月上旬に開催を変更致します。

【地区別日程表】 地　区 回 収 日 回収受付時間 回 収 場 所

旭　正 7月5日（火） 午前9時～午後3時  東旭川町旭正36-2
（資材センター農薬倉庫前）

永　山 7月6日（水） 〃  永山町10丁目143-5
（永山野菜集出荷場横空地）

神居・神楽 7月7日（木） 〃 西御料5条2丁目
 （旧神楽野菜集出荷場）

江丹別 7月8日（金） 午前9時～午前11時 江丹別町中央
（そばの里江丹別店裏）

西神居 7月8日（金） 午後1時～午後3時 神居町神居古潭44-3
（西神居事業支所）

農ビ・ポリを混ぜないでそれぞれ梱包して下さい。又、汚物を落とし1m×2m角以内に丸め、
1梱包20kg程度にまとめて2か所縛って下さい。

1kg当り　34円（税別）
　料金内訳 運搬・処理料　1kg当り 32円（税別）
　 回収手数料　　1kg当り    2円（税別）

運搬・処理料の40％
　（1kg当り32円の40％、13円程度の助成）

運搬・処理料、手数料、助成金の精算は7月下旬に予定
※起算日：令和4年8月22日（月）

運搬・処理業者と農協が一括して締結しますので、委任状に印鑑が必要となります。
必ず印鑑をご持参下さい。

令和4年7月5日（火）～8日（金）

梱包方法

助成金

精算日

産業廃棄物
処理契約

回収期間

料金
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永山金融支所
貯金共済課

吉田 良太
よしだ りょうた

① 1998.4.2
② 士別市
③ 国際武道大学
④ スポーツ
⑤  JA 職員、社会人としての自覚を

持ち、組合員や職場の方々の信
頼を得て、少しでも力になれるよ
うに頑張ります。よろしくお願い
致します。

金融共済部
共済課

大平 流香
おおひら るか

① 2003.6.23
② 旭川市
③ 旭川南高等学校
④ 音楽鑑賞
⑤  何もかもが初めてで、ご迷惑をお

掛けすると思いますが、1日でも
早く仕事を覚え、お役に立てるよ
う頑張りますのでよろしくお願い
致します。

① 生年月日　② 出身地　③ 最終学歴　④ 趣味
⑤ JA職員として一言

金融共済部
融資・農家経営
対策課
ローンセンター

佐藤 亞矢乃
さとう あやの

① 1998.11.19
② 帯広市
③ 釧路公立大学
④ サッカー観戦
⑤  地域の方 と々の繋がりを大切に

し、JA 職員としての自覚と向上
心を持って、1日でも早く貢献で
きるように頑張ります。よろしくお
願い致します。

北野金融支所
貯金共済課

尾子 千紘
おご ちひろ

① 2001.10.27
② 旭川市
③ 拓殖大学北海道短期大学
④ 野球観戦
⑤  社会人としての自覚を持ち、信頼

される職員を目指します。日々 努
力し、一生懸命頑張りますのでよ
ろしくお願い致します。

北部金融支所
支所課

髙橋 未華
たかはし みか

① 2003.9.10
② 旭川市
③ 旭川藤星高等学校
④ 音楽鑑賞
⑤  社会人、JA 職員としての自覚を

持ち、1日でも早く皆様に信頼さ
れるよう努力して行きます。一生
懸命頑張りますので、よろしくお
願い致します。

永山金融支所
貯金共済課

駿河 静佳
するが しずか

① 2003.5.7
② 旭川市
③ 旭川商業高等学校
④ 音楽鑑賞、料理
⑤  JA職員として組合員の皆さんや職

場の方 か々ら信頼されるよう、一生
懸命頑張ります。一日でも早く仕事
を覚えて貢献するため努力してまい
ります。よろしくお願い致します。

地域で支え合い、共に生きる「農福連携」

JAあさひかわでは、近年全国で広がりを見
せている農福連携に注目し、これまでに試験
的な作業等を通じて障害者支援施設及び関係
機関と協議を重ね、育苗センター事業におけ
る農福連携を開始しました。
農業の現場では、労働力不足が課題となっ
ている一方、福祉の現場では、障がい者等は
「働き場がなかなか見つからない」などの課題
があります。このような「農業」と「福祉」
双方の課題解決とメリットのある取り組みが「農福連携」です。
地域における障がい者等の雇用促進や生きがいづくり等の場となるだけでなく、農業にとっても働
き手の確保や、地域活性化にもつながる可能性があります。
育苗センター事業では、2月上旬～4月上旬にかけて温湯消毒の補助作業員として3名、4月上旬～4

月下旬にかけて芽出しの補助作業員として6名の方々とそれぞれ作業を行いました。
作業にあたった方々は、黙々と作業を行い、やりがいを感じながら、高いモチベーションをもって
作業にあたれていると、作業者や管理者等から報告をうけており、今後も「農福連携」の可能性を広
げ、「農作業」と「福祉」の架け橋となることを目指します。

>芽出し作業

>温湯消毒作業

新入職員紹介新入職員紹介

JAあさひかわ地域農業再生協議会開催

令和4年3月30日（水）、当JA本所3階大会議室において、行政他関
係機関及び各地区より選出された生産者が集い、JAあさひかわ地域農
業再生協議会が開催されました。新型コロナウイルス感染症拡大が懸
念されており開催を見送っていた為、3年ぶりの協議会開催となりま
した。
令和3年度経営所得安定対策実績報告や、令和4年度米の「生産の目安」の情報提供及び配分方針、
令和4年度産地交付金活用計画について慎重な審議が行われました。令和4年度主食米の生産目安につ
いては、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響を受け、依然として需要が低迷していることなど
から配分数量が減少しており、加工米・飼料用米等での対応が引き続き必要なことが報告されました。
またこの度国より事業の見直しが示され、今後5年間の間に水稲を作付けしない圃場については「水
田活用直接支払交付金」対象外となることから、転作圃場の基盤整備・水張が難しい圃場の畑地化助
成など、今後の地域としての課題について、事務局より説明が行われました。

4月15日～4月17日　
あさがお永山店・神楽店合同セールを開催！
ご来店ありがとうございました！
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第1回  理事会
決議事項

1　役員責任に関する答申について
2　固定資産の取得について
3　令和4年度　事業取組方針（案）について
4　令和4年度　事業計画（案）について
5　令和4年度　余裕金運用額及び運用方針について
6　規程類の一部変更について
7　組合員の持分減口について

報告事項
1　理事に対する貸付報告について
2　系統外預金状況について
3　組合員の加入及び脱退の状況について
4　その他

令和4年2月10日（木）

第3回  理事会
決議事項

1　会計監査人の監査報告について
2　みのり監査法人の再任並びに報酬等の決定について
3　 要改善 JA（不祥事点検基準）の指定、及び行動規範にかかる取組指標
充足状況の確認結果について

4　第三者委員会の報告書について
5　集金業務の原則廃止について
6　第20回通常総代会の開催について
7　第20回通常総代会議事録の作成者について
8　JAあさひかわ農作業支援について
9　令和4年度信用供与等の最高限度額設定の変更について

10　理事に対する貯金および共済担保貸付について（包括承認）
11　行政庁に提出する業務報告書及び連結業務報告書について
12　規程類の一部変更について
13　旭正南第1地区道営土地改良事業換地委員会・委員の推薦について

報告事項
1　令和4年2月末事業実績（子会社含む）について
2　令和3・4年度産米　生産の目安の算定について
3　「JAバンク基本方針」の変更について
4　固定資産の取得について
5　規程類の一部変更について
6　ゴールデンウィーク期間中の営業について
7　組合員の加入及び脱退の状況について
8　人事異動について
9　その他

令和4年3月17日（木）

第2回  理事会
監査報告

1　令和3年度資産自己査定の監事監査結果報告について
2　令和3年度決算監事監査の結果報告について

決議事項
1　顧客からの問い合わせによる調査経過について
2　資産査定の結果及び引当について
3　減損会計グルーピング方針について
4　税効果積立金について
5　令和3年度決算（子会社含む）について
6　令和4年度事業計画について
7　総合農協監督指針の改正に伴う「3つの方針」への対応について
8　令和4年度　余裕金運用額及び運用方針について
9　規程類の一部変更について

10　旭川中央基幹支所の移転に係る説明会について
11　第20回通常総代会について
12　第20回通常総代会提出議案について
13　理事に対する資金の貸付について
14　大口貸出先に係る条件変更について
15　役員賠償責任保険契約の締結について
16　組合員の出資金持分譲渡について

報告事項
1　令和3年度債務者区分別分類結果一覧表について
2　内部監査の実施報告について
3　令和3年度対策農家結果報告について
4　品種別作付実績及び令和4年度産作付計画について
5　 ポジティブリスト青果物損害見舞基金補償制度加入状況について
6　永山地区農用地利用調整組合設立について
7　令和3年度肥料・農薬に係る大口奨励等について
8　反社会的勢力排除対応管理先に係る対応状況報告について
9　疑わしい取引の届け出状況について

10　信用リスク管理態勢に係る貸付実績報告について
11　北海道信連の自己資本造成計画への対応について
12　組合員懇談会意見の回答について
13　 事務リスク管理規程に係る第4四半期のコンプライアンス事故報告概

要について
14　 コンプライアンス・プログラムの下期取組状況及び経営定期点検実施

報告について
15　人事異動について
16　その他

令和4年2月28日（金）

理事会だより

第1回監事会　令和4年2月25日開催
第2回監事会　令和4年3月4日開催　　　
第3回監事会　令和4年3月14日開催

監事会・監事監査の報告

監事会

1．資産査定監査
　  令和4年2月15日、16日の2日間実施
2．決算監査
　  令和4年2月17日から25日までの間で
　6日間実施

監事監査

組合員数
正組合員 1,661名
准組合員 17,607名
合　　計 19,268名

出 資 金 残 高 2,037 百万円
販 売 取 扱 高 74 百万円
生 産 資 材 供 給 高 110 百万円
給 油 所 供 給 高 342 百万円
生 活 供 給 高 9 百万円
貯 金 残 高 97,585 百万円
融 資 残 高 22,504 百万円
長 期 共 済 保 有 高 1,539 億円

概 要
（令和4年3月末実績）

お悔やみ 謹んで故人のご冥福をお祈り申し上げます

2/8 工藤　澄子 さん 旭川中央地区その他農事組合
2/9 戸田　數江 さん 神居地区西丘農事組合
2/12 水上　千代子 さん 旭正地区忠別１農事組合
3/1 金子　光利 さん 旭川中央地区親交農事組合
3/4 中山　茂喜 さん 旭川中央地区その他農事組合
3/19 伊藤　富男 さん 旭川中央地区その他農事組合
3/25 白鳥　虎雄 さん 永山地区10区2組農事組合

編集後記

5月となり、日差しも心地よく桜の花が咲く時期となりました。
神楽岡公園では約500本のエゾヤマザクラが咲き誇ります。
組合員の皆さまは農作業でお忙しくされていることと思いますが、

事故等には気を付けてお過ごしください。
JAあさひかわ広報誌編集委員会

あさがおあさがお
 便り 便り 神楽店通常営業開始！ 春野菜の出荷が始まりました！

日頃より農産物直売所あさがおをご利用いただき誠にありがとうございます。
神楽店が4月1日より通常営業に戻っています。

農産物直売所あさがおでは、ほうれん草やレタス類などの葉物野菜を中心に出荷が始まり売り場も
賑やかになってまいりました。今後は、アスパラガスや行者にんにく（ヒトビロ又はアイヌネギ）等
の山菜類の出荷、トマト・きゅうりなど果菜類の出荷と今後も旬の野菜で売り場が彩られてまいります。
また、アスパラガスギフトの地方発送も受け付けておりますので、是非ご利用くださいますようご
案内申し上げます。

※詳しくは、農産物直売所あさがお永山店（☎0166-48-7590）・神楽店（☎0166-63-5725）へお問い合わせください。

>営業時間　9:30～16:00

日付 資格名 氏名 所　　属
2/28 係 村 元　 真 子 北部金融支所支所課係
3/31 推進役 定 免　 光 祐 金融共済部付全国共済農業協同組合連合会北海道本部出向
3/31 調査役 西野　道明 購買部燃料課旭正給油所長
3/31 係 長内　弥南 金融共済部共済課係
3/31 係 今 　 瑞 歩 営農企画部米穀農産課事務担当係

❖退職（5名）

日付 資格名 氏名 新役職 旧役職
4/1 主査 志 子 田　 敏 購買部燃料課旭正給油所長 購買部燃料課旭正給油所係
4/1 係 木 村　 巧 樹 北部金融支所支所課係 豊岡金融支所貯金共済課係

4/1 係 石川　虎太朗 購買部購買課購買渉外担当係 購買部購買課永山資材センター資材店係兼購買部購
買課購買渉外担当係

4/1 係 鈴 木　 拓 海 豊岡金融支所貯金共済課係 北部金融支所支所課係
4/1 係 阿 部　 亜 美 営農企画部農産物直売課販売担当係 営農企画部農産物直売課係

❖異動（5名）

日付 資格名 氏名 所　　属
4/1 正職員 吉 田　 良 太 試用期間として永山金融支所貯金共済課係
4/1 正職員 佐藤　亞矢乃 試用期間として金融共済部融資・農家経営対策課ローンセンター係
4/1 正職員 尾 子　 千 紘 試用期間として北野金融支所貯金共済課係
4/1 正職員 大 平　 流 香 試用期間として金融共済部共済課係
4/1 正職員 駿 河　 静 佳 試用期間として永山金融支所貯金共済課係
4/1 正職員 髙 橋　 未 華 試用期間として北部金融支所支所課係
4/1 準職員 西 野　 道 明 購買部燃料課旭正給油所係

❖採用（5名）

異動


